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大
館
能
代
空
港
を
利
用

さ
れ
た
方
に
対
し
、
助
成

金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
お
得
に
飛
行
機
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
助
成
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
市
町
村
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
助
成
対
象
外
）

■
対
象
運
賃

　
片
道
運
賃
、
往
復
運
賃
、
小
児
運
賃
、

パ
ッ
ク
料
金

■
助
成
金
額

　
１
席
５
千
円
で
往
復
１
万
円

■
申
請
方
法

　
搭
乗
日
か
ら
40
日
以
内
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

①
搭
乗
券
（
搭
乗
手
続
き
の
際
に
発
行
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
）

②
領
収
書
（
支
払
の
金
額
が
分
か
る
も

の
）

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
18
歳
未
満
の
方
の
場
合
は
、
保
護
者
の

方
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
企
画
班　
☎（
77
）２
２
２
１

　
村
で
は
定
期
的
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
村
民
に
対
し
、
定
期
券
の
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
補
助

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
し
、
村
内
か

ら
の
移
動
の
た
め
に
県
内
公
共
交
通
機
関

か
ら
定
期
購
入
費
を
負
担
し
て
お
り
、
村

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　
た
だ
し
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

又
は
こ
れ
に
類
す
る
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
は
補
助
対
象
外
。

■
補
助
金
額

　
補
助
金
の
額
は
定
期
購
入
費
の
２
分
の

１
の
額

■
申
請
方
法

　
購
入
日
か
ら
定
期
有
効
期
限
後
40
日
以

内
に
、
総
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請

書
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

・
定
期
券
の
写
し

・
購
入
費
用
の
領
収
書

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
企
画
班　
　
☎（
77
）２
２
２
１

保
育
士

■
業
務
内
容　

　
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
保
育
士
業
務

■
募
集
要
件

　
幼
稚
園
教
員
免
許
及
び
保
育
士
資
格
を

有
す
る
方

■
賃
金
等

　
月
給　
18
万
５
６
６
１
円
〜

保
育
業
務
補
助
員

■
業
務
内
容　

　
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
保
育
業
務
及
び

事
務
補
助

■
賃
金
等

　
月
給　
16
万
３
０
３
２
円
〜

【
共
通
事
項
】

■
募
集
人
員　

　
１
名

■
勤
務
時
間
等

　
通
常　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

  

勤
務
割
に
よ
り
早
番
・
遅
番
・
土
曜
勤

務
あ
り
（
週
休
二
日
制
）

※
保
育
業
務
補
助
員
は
、
パ
ー
ト
勤
務
も

可
と
し
ま
す
（
就
労
時
間
の
相
談
受
け

ま
す
）
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
総
務
課　
総
務
財
政
班　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
１

　
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
度
に
小
沢
田

小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
、

全
校
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

　
そ
の
カ
プ
セ
ル
を
２
０
２
４
年
に
開
封

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
次
の
と
お
り
開

封
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
当
時
の
在
校
生

同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
８
月
14
日（
水
）午
後
１
時
〜

■
場
所

　
旧
小
沢
田
小
学
校　
学
校
プ
ー
ル
前

■
対
象
者

　
平
成
16
年
度
当
時
、
小
沢
田
小
学
校
に

在
学
し
て
い
た
児
童
全
員
（
平
成
４
年
４

月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生
）
、
保

護
者
、
教
職
員

※
参
加
希
望
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
実
行
委
員
会

　
委
員
長　
船
木　
孝
平（
当
時
６
年
生
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
校
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
60
）９
０
０
０

旧
小
沢
田
小
学
校

　タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式

旧
小
沢
田
小
学
校

　タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式

会
計
年
度
任
用
職
員
を

　
　
　
　募
集
し
て
い
ま
す

会
計
年
度
任
用
職
員
を

　
　
　
　募
集
し
て
い
ま
す

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

公
共
交
通
機
関

　定
期
購
入
補
助
に
つ
い
て

公
共
交
通
機
関

　定
期
購
入
補
助
に
つ
い
て



17

せ知お ら せ知お ら せ知お ら

　
こ
あ
に
の
恵
み
と
は
、
沖
田
面
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
汚
泥
を
乾
燥
加
工
さ
せ
た
も
の

で
、
花
の
肥
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
に
は
無
料
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
班　
☎（
77
）２
２
２
４

　
農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら
10
月
ま

で
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
と
し
て

設
定
し
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、

違
反
転
用
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
、

村
内
の
全
て
の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
調
査
員
が
農
地
を
見
回
り
、

各
農
地
等
へ
立
ち
入
る
こ
と
や
、
お
話
を

伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

こ
あ
に
の
恵
み（
肥
料
）

　
　無
料
配
布
し
て
い
ま
す

こ
あ
に
の
恵
み（
肥
料
）

　
　無
料
配
布
し
て
い
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

　
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
、

令
和
９
年
以
降
、
過
去
５
年
間
（
令
和
４

年
か
ら
令
和
８
年
）
一
度
も
水
張
り
が
行

わ
れ
て
い
な
い
農
地
は
交
付
金
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　
水
張
り
の
要
件
は
、
水
稲
の
作
付
を
行

う
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次

の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
水
張
り
を
行

っ
た
こ
と
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

①
湛
水
管
理
を
１
カ
月
以
上
行
う

②
連
作
障
害
に
よ
る
収
量
低
下
が
発
生
し

て
い
な
い

　
湛
水
管
理
を
行
っ
た
こ
と
の
確
認
は
上

小
阿
仁
村
農
業
再
生
協
議
会
が
行
い
ま
す

の
で
、
湛
水
管
理
を
行
う
際
は
上
小
阿
仁

村
農
業
再
生
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課　
農
務
班
（
再
生
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

水
張
り
確
認
に
つ
い
て

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

水
張
り
確
認
に
つ
い
て

■
公
営
住
宅

・
沖
田
面
団
地

木
造
平
屋
４
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
７
建
築
）１
戸

（
家
賃
１
万
７
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
２
万
８
９
０
０
円
）

　

世
帯
人
数
、
所
得
等
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
入
居
資
格

　
収
入
基
準
（
世
帯
月
額
所
得
）
を
満
た

す
こ
と
。

・
公
営
住
宅　
18
万
６
０
０
０
円
以
下

※

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

※

村
税
等
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
こ
と

■
敷
金

　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
方
法

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

必
要
書
類
（
入
居
す
る
方
全
員
分
）

・
住
民
票　
・
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書

※

６
月
28
日
時
点
の
情
報
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
班　
☎（
77
）２
２
２
４

村
営
住
宅
の
入
居
者
を

　
　随
時
募
集
し
て
い
ま
す

村
営
住
宅
の
入
居
者
を

　
　随
時
募
集
し
て
い
ま
す

■
補
助
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
若
し
く

は
農
家
組
織
、
集
落
会
で
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
。

■
補
助
対
象
事
業

　
補
助
対
象
者
が
村
内
で
鳥
獣
の
出
没
を

防
止
す
る
た
め
に
行
う
果
樹
等
を
伐
採
す

る
事
業
で
次
に
該
当
す
る
も
の
。

・
鳥
獣
を
直
接
誘
引
す
る
果
樹
等
で
根
元

か
ら
伐
採
す
る
も
の

・
伐
採
に
つ
い
て
所
有
者
の
同
意
が
あ
る

も
の

・
そ
の
他
伐
採
を
必
要
と
認
め
る
樹
木

■
補
助
金
額

　
自
己
伐
採
し
た
場
合
は
次
の
と
お
り

・
幹
周
り
30
㎝
以
上
か
ら
60
㎝
未
満
ま
で

〜
１
本
あ
た
り
３
１
０
０
円

・
幹
周
り
60
㎝
以
上
か
ら
90
㎝
未
満
ま
で

〜
１
本
あ
た
り
７
８
０
０
円

・
幹
周
り
90
㎝
以
上
〜
１
本
あ
た
り
１
４

７
０
０
円

　
業
者
伐
採
の
場
合

・
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
伐
採
し
た
樹

木
１
本
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
伐
採
前

に
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
産
業
課　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す
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陸
海
空
一
般
曹
候
補
生（第

一
次
試
験
）

■
試
験
日
・
会
場　

①
９
月
20
日（
金
）

　
大
館
市
立
釈
迦
内
公
民
館

②
９
月
22
日（
日
）

　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部（
秋
田
市
）

■
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
３
日（
火
）

航
空
学
生
（
第
１
次
試
験
）

■
試
験
日
・
会
場

　
９
月
16
日（
月
）

　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
受
験
資
格

①
海
上
自
衛
隊

　
18
歳
以
上
で
23
歳
未
満
の
方
（
高
卒
者

（
見
込
含
む
。
）
又
は
高
専
３
年
次
修
了

者
（
見
込
含
む
。
）
）

②
航
空
自
衛
隊

　
18
歳
以
上
で
24
歳
未
満
の
方
（
高
卒
者

（
見
込
含
む
。
）
又
は
高
専
３
年
次
修
了

者
（
見
込
含
む
。
）
）

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
５
日（
木
）

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生

【
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
】

■
試
験
日
・
会
場

①
９
月
20
日（
金
）

　
大
館
市
立
釈
迦
内
公
民
館

②
９
月
22
日（
日
）

　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部（
秋
田
市
）

【
身
体
検
査
・
口
述
試
験
】

■
試
験
日
・
会
場

　
９
月
23
日（
月
）〜
９
月
27
日（
金
）

　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
（
26
日（
木
）は
女
性
限
定
）

■
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
な
い
方

■
受
付
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
出
張
所
で
は
各
種
募
集
案
内
、
職
種
説

明
な
ど
の
個
別
説
明
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

　
　
大
館
出
張
所　

　
大
館
市
字
中
町
５
番
地
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
正
札
竹
村
ビ
ル
３
Ｆ

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
42
）１
３
９
８

自
衛
官
採
用
試
験

　受
験
者
募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
採
用
試
験

　受
験
者
募
集
の
お
知
ら
せ

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

森
林
保
全
作
業
員
募
集

　
森
林
の
保
全
管
理
に
係
る
補
助
作
業

（
林
野
巡
視
・
草
刈
り
・
林
道
等
の
維
持

修
繕
）
等
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
採
用
人
数　

　
１
人

■
雇
用
期
間

　
採
用
決
定
〜
令
和
６
年
11
月
30
日

■
就
業
場
所　

　
南
沢
森
林
事
務
所

　
上
小
阿
仁
村
南
沢
字
箱
渕
岱
10̶

11

■
日
給　

　
１
万
９
０
０
円

■
就
業
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
火
・
水
・
木
の
週
３
日
勤
務
で
す
。

一
般
事
務
募
集

（
現
場
確
認
補
助
業
務
を
含
む
）

　
事
務
補
助
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
業
務
の
都
合
に
よ
り
現

場
業
務
の
補
助
等
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
運
転
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
入
力
作
業
、
書
類
の

チ
ェ
ッ
ク
、
書
類
等
の
コ
ピ
ー
等
、
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
等
に
よ
る
入
力
作
業
・
資

料
作
成
等
を
行
い
ま
す
。
電
話
対
応
、
来

客
対
応
、
お
茶
出
し
等
を
行
い
ま
す
。

■
採
用
人
数　

　
１
人

■
雇
用
期
間

　
採
用
決
定
〜
令
和
７
年
３
月
31
日

■
就
業
場
所　

　
米
代
東
部
森
林
管
理
署　
上
小
阿
仁
支
署

　
上
小
阿
仁
村
沖
田
面
字
野
中
３
７
６̶
13

■
時
給

　
１
０
０
０
円
〜
１
３
７
０
円

■
就
業
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
火
曜
日
〜
金
曜
日
の
週
４
日
勤
務
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
米
代
東
部
森
林
管
理
署　
上
小
阿
仁
支
署

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
77
）２
４
２
２
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・
警
察
官
Ｂ
、
女
性
警
察
官
Ｂ

　
９
月
22
日（
日
）

・
警
察
行
政
職
員
（
高
校
卒
業
程
度)

　
９
月
29
日（
日
）

※

記
載
内
容
は
予
定
で
あ
り
、
今
後
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

試
験
の
日
時
・
場
所
、
試
験
の
種
目
・

方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
ず

受
験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
北
秋
田
警
察
署　
警
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
２
４
５

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
（
取
得
し
て

い
る
全
部
の
免
許
を
返
納
）
す
る
場
合
は
、

運
転
免
許
証
を
警
察
署
に
持
参
し
、
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
返
納
の
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
が
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
、
免

許
証
用
の
証
明
写
真
及
び
手
数
料
（
１
１

０
０
円
）
が
必
要
で
す
。
北
秋
田
警
察
署

で
返
納
さ
れ
る
方
は
、
警
察
署
で
も
写
真

を
お
撮
り
し
て
い
ま
す
（
３
０
０
円
）
。

受
付
時
間
は
平
日
の
９
時
か
ら
16
時
と
な

り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
次
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
警
察
署　
交
通
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
２
４
５

　

秋
田
県
警
察
で
は
、
県
民
の
皆
様
に

「
は
い
か
い
高
齢
者
」
を
見
か
け
た
際
の

「
そ
の
場
で
の
声
掛
け
・
１
１
０
番
通

報
」
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
は
い
か

い
高
齢
者
を
発
見
し
た
際
の
１
１
０
番
通

報
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
の
通
報
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
通
報
は
、

通
報
場
所
が
表
示

さ
れ
、
警
察
官
が

早
く
現
場
へ
行
け

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
警
察
署　
　
☎（
62
）１
２
４
５

■
運
動
期
間

　
７
月
11
日（
木
）〜
７
月
20
日（
土
）

■
運
動
の
基
本

　
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
（
高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
を
含
む
）

　
〜
歩
行
者

　
　
フ
ァ
ー
ス
ト

　
　
意
識
の
醸
成
〜

　
心
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
が
対
応
し

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
付

て
お
り
ま
す
。

■
相
談
日
時

　
７
月
18
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時

　
（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所　
２
階

■
そ
の
他

　
前
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
保
健
所　
　
☎（
62
）１
１
６
５

認
知
症
高
齢
者
の
保
護
が

　
　
　
　
増
え
て
い
ま
す

認
知
症
高
齢
者
の
保
護
が

　
　
　
　
増
え
て
い
ま
す

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

関
す
る
お
知
ら
せ

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

関
す
る
お
知
ら
せ

精
神
保
健
相
談
日

精
神
保
健
相
談
日

夏
の
交
通
安
全
運
動

〜
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
〜

夏
の
交
通
安
全
運
動

〜
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
〜

■
試
験
の
種
類
及
び
受
付
期
間

・
警
察
官
Ａ
、
女
性
警
察
官
Ａ（
第
２
回
）

　
７
月
19
日（
金
）〜
８
月
14
日（
水
）

・
警
察
官
Ｂ
、
女
性
警
察
官
Ｂ

　
７
月
19
日（
金
）〜
８
月
14
日（
水
）

・
警
察
行
政
職
員
（
高
校
卒
業
程
度)

　
７
月
19
日（
金
）〜
８
月
14
日（
水
）

■
受
験
資
格

・
警
察
官
Ａ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

男
性
で
、
大
卒
、
又
は
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
大
卒
見
込
み
の
方

・
女
性
警
察
官
Ａ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

女
性
で
、
大
卒
、
又
は
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
大
卒
見
込
み
の
方

・
警
察
官
Ｂ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

男
性
で
、
警
察
官
Ａ
以
外
の
方

・
女
性
警
察
官
Ｂ

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

女
性
で
、
女
性
警
察
官
Ａ
以
外
の
方

・
警
察
行
政
職
員(

高
校
卒
業
程
度)

　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
大
卒
、

短
大
卒
、
高
専
卒
、
又
は
こ
れ
ら
を
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
第
一
次
試
験
日

・
警
察
官
Ａ
、
女
性
警
察
官
Ａ

　
９
月
22
日（
日
）

秋
田
県
警
察
職
員
採
用
試
験

秋
田
県
警
察
職
員
採
用
試
験

行
方
不
明
に
な
る
と

・
夕
暮
れ
や
夜
間
に
交
通
事
故
に
あ
う
。

・
川
や
用
水
路
等
へ
転
倒
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
は
い
か
い
か
な
？
」

気
づ
く
ポ
イ
ン
ト

・
裸
足
だ
っ
た
。

・
ス
リ
ッ
パ
、
パ
ジ
ャ
マ
で
歩
い
て
い

た
。

・
店
も
住
宅
も
な
い
場
所
に
向
か
い
歩

い
て
い
た
。

・
声
を
掛
け
た
際
、
名
前
や
住
所
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
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国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
1
0
0
歳
代
ま
で

の
幅
広
い
世
代
、
約
８
万
５
千
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

B
S
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す

る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
3
0
0
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

　
放
送
授
業
1
科
目
の
授
業
料
は
1
万
２

千
円
（
入
学
金
は
別
）
。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ

ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン

グ
）
の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学

生
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、
6
月
10
日
か
ら
9
月
10

日
ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
0
1
8（
8
3
1
）1
9
9
7

　
ま
も
な
く
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す

が
、
毎
年
海
難
事
故
が
多
発
す
る
時
季
で

も
あ
り
ま
す
。

　
海
水
浴
を
楽
し
む
た
め
に
、
次
の
９
つ

の
約
束
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
風
の
強
い
日
や
波
の
高
い
日
は
海
に

行
か
な
い
！

・
開
設
さ
れ
た
海
水
浴
場
で
泳
ぐ
！

・
泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
す
る
！

・
み
ん
な
と
一
緒
に
行
動
し
よ
う
！

・
離
岸
流
の
怖
さ
を
知
ろ
う
！

・
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
！

・
無
理
せ
ず
こ
ま
め
に
休
憩
す
る
！

・
飲
酒
し
た
ら
泳
が
な
い
！

・
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
逃

げ
る
！

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

秋
田
海
上
保
安
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

秋
田
海
上
保
安
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

マリンレジャー安全情報
「ウォーターセーフティガイド」

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
と
は

■
保
険
料
免
除
制
度

　
所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
る
額
は
全
額
、
３
／
４
、

半
額
、
１
／
４
の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
を
受
け
る
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
必
要
で
す

　
役
場
の
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
中
に
怪
我
や
病
気
で
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
「
免
除
」
と
「
納
付
猶

予
」
は
次
の
表
の
と
お
り
、
そ
の
期
間

が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る
か
否
か
で
違

い
が
あ
り
、
受
け
取
る
年
金
額
に
違
い

が
生
じ
ま
す
。

（
※
１
）一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
一
部
納
付
の
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
※
２
）保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比
べ

て
、
受
け
取
る
年
金
額
の
割
合
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

全
額
免
除　
↓　
１
／
２

３
／
４　
　
↓　
５
／
８

半
額
免
除　
↓　
６
／
８

１
／
４　
　
↓　
７
／
８

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

老齢基礎年金

受給資格期間
への参入　　

年金額への
反映　　　

障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給資格期
間への参入）

納　　　　付
全 額 免 除
一部納付（※1）

納 付 猶 予
学生納付特例
未　　　　納

○
○
○

○

×

○
○（※2）

○（※2）

×

×

○
○
○

○

×
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２
期
目

２
期
目

（
令
和
６
年
6
月
１
日
〜
6
月
30
日
）

（
令
和
６
年
6
月
１
日
〜
6
月
30
日
）

村
長
交
際
費

１
０
０
０
０
円

１
６
５
０
０
円

８
７
０
０
円

香
典　
故
齊
藤
美
智
男
氏

生
花　
故
齊
藤
美
智
男
氏

沖
田
面
友
倉
神
社
例
大
祭

歌
手
の
篠
美
冬（
山
田
栄
子・沖
田
面
）氏
来
訪

議
会
運
営
委
員
会

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
定
時

総
会（
秋
田
市
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
面
接

原
水
爆
禁
止
秋
田
県
協
議
会
事
務
局
来
訪

６
月
定
例
会（
〜
13
日
）

か
み
こ
あ
に
観
光
物
産
株
式
会
社
定
時
株
主

総
会

沖
田
面
友
倉
神
社
例
大
祭

大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会
結
団
式

伊
藤
シ
ガ
さ
ん
１
０
０
歳
祝
金
授
与

秋
田
地
方
気
象
台
長
来
訪

上
小
阿
仁
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

土
砂
災
害
防
災
訓
練（
大
林
集
落
）

国
政
報
告・憲
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー（
秋
田
市
）

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社

第
29
回
定
時
株
主
総
会

か
み
こ
あ
に
観
光
物
産
株
式
会
社
社
長
来
訪

秋
田
県
町
村
会
理
事
会（
秋
田
市
）

秋
田
県
町
村
電
算
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合

管
理
者
会（
秋
田
市
）

課
長
会
議

上
小
阿
仁
村
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

入
札
会

令
和
６
年
度
第
１
回
国
保
運
営
協
議
会

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
長
来
訪

入
札
会

上
小
阿
仁
村
防
犯
協
会
総
会

す
こ
や
か
学
習
会

3
日

4
日

6
日

7
日

11
日

14
日

16
日

17
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

㈪㈫㈭㈮㈫㈮㈰㈪㈭㈮㈯㈰㈪㈫㈬㈭㈮㈯

　
収
穫
し
な
い
果
実

　
自
宅
近
く
の
ク
リ
や
柿
の
木
の
上
に
棚

が
作
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ク
マ
が
作
っ
た
ベ
ッ
ド
だ
そ
う
で
す
。

　
ク
リ
や
柿
が
食
べ
ご
ろ
に
な
る
と
ク
マ

が
木
に
登
り
、
細
い
枝
に
つ
い
た
果
実
を

取
る
た
め
に
、
枝
を
折
っ
て
手
元
に
敷
き

詰
め
て
、
果
実
を
食
べ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
時
に
で
き
た
の
が
、
ク
マ
の
ベ
ッ

ド
だ
そ
う
で
す
。

　
ク
マ
が
、
自
宅
近
く
の
果
実
を
食
べ
る

た
め
に
子
グ
マ
を
連
れ
て
来
て
い
ま
す
。

　
ク
マ
は
、
果
実
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
食
べ
ご
ろ
に
な
る
と
来
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
実
が
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
、
収
穫
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ク
マ
に
山
奥
の
食

べ
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ク
マ
は
、
冬
を
越
す
た
め
に
、
た
く
さ

ん
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　
も
し
も
収
穫
し
な
い
果
実
の
木
な
ら
ば
、

ク
マ
の
出
没
も
あ
っ
て
、
村
で
も
伐
採
補

助
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
や

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
た
場
合
も
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
補
助
率
は
２
分
の
１
で
、
上
限
額
を
10

万
円
と
し
、
購
入
費
２
万
円
以
上
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
の
支

援
も
し
て
お
り
ま
す
。

　
免
許
取
得
か
ら
猟
銃
の
購
入
ま
で
、
55

万
円
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
自
己
負
担
な
し
で
、
全

部
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
の
修
行

　
現
世
も
来
世
も
修
行
を
し
続
け
る
こ
と
、

そ
し
て
、
許
す
こ
と
が
心
の
修
行
だ
と
言

い
ま
す
。

　
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
心

を
高
め
る
こ
と
が
、
現
世
に
お
い
て
重
要

で
、
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
許
す

の
が
、
最
大
の
修
行
だ
と
稲
盛
和
夫
先
生

の
著
書
「
稲
盛
和
夫
の
哲
学
」
の
中
に
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
南
の
あ
る
町
長
の
ブ
ロ
グ
に

は
、
健
康
推
進
の
こ
と
が
、
書
か
れ
て
お

り
ま
し
た
。

「
今
日
、
何
を
し
ま
す
か
？
」

「
今
日
、
ど
こ
に
行
き
ま
す
か
？
」

　
健
康
を
維
持
し
、
増
進
し
て
い
く
た
め

に
、
毎
日
、
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

言
っ
て
お
り
ま
す
。

　
何
も
し
な
い
こ
と
が
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
良
く
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
行
動
は
、
無
理
を
せ
ず
、
少
し
だ
け
、

無
理
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
健
全
に
生
き
る
こ
と
や
心
の
修
行
を
、

お
天
道
様
は
応
援
し
て
お
ら
れ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

土砂災害防災訓練（大林集落）

（81）

し
の 

み 

ふ
ゆ
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村の人口・世帯
令和６年６月30日現在 〈前月比〉

（　）は、うち外国人住民

●
●
●
●
●
●

世帯数
人　口
　男
　女
転　入
転　出

1,013
1,914

921
993

2
2

（　3）
（21）
（　3）
（18）
（　0）
（　0）

世帯
人
人
人
人
人

〈－　1〉
〈－　4〉
〈－　2〉
〈－　2〉
〈－　1〉
〈－　5〉

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
関
係
行
政
機
関
等
の
間
に
立
っ
て
、
問

題
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
役
」
で
す
。

　
次
の
と
お
り
定
例
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
員　
田
村　
秀
幸
（
下
仏
社
）

■
日　
時　
7
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場　
所　
農
林
実
習
室

　

７
月
11
日
〜
８
月
10
日
の
運
休
日
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
運
休
日

　
７
月
13
〜
15
日
、
20
〜
21
日
。
７
月
23

日
〜
８
月
10
日
。

666
月 

慶
弔
だ
よ
り

月 

慶
弔
だ
よ
り

（
6
月
1
日
〜
6
月
30
日
）

◆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
齊　
藤　
美
智
男
さ
ん
（
59
）
杉　
花

　
佐　
藤　
タ
キ
子
さ
ん
（
85
）
沖
田
面

　
鈴　
木　
ト
キ
ヱ
さ
ん
（
99
）
杉
風
荘

◆
善　
意

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し

　
小　
林　
　
　
進
さ
ん
（
下
五
反
沢
）

　
鈴　
木　
信　
彦
さ
ん
（
南　
沢
）

　
齊　
藤　
潤　
也
さ
ん
（
杉　
花
）

【
6
月
の
寄
付
件
数
】

　
6
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
ふ

る
さ
と
納
税
へ
の
寄
付
は
7
件
で
し
た
。

　
匿
名
1
件

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
申
込
が
で
き
ま
す
。
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
「
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
」
「
セ
ゾ
ン
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
企
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
１

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

鈴　
木　
誠　
一

渡　
邉　
昭　
仁

田　
中　
義　
人

土　
屋　
文　
子

御
代
川　
良　
子

京　
　
　
紀
美
子

様様様様様様 （
秋
田
県
秋
田
市
）

（
北
海
道
恵
庭
市
）

（
愛
媛
県
松
山
市
）

（
千
葉
県
い
す
み
市
）

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

（
秋
田
県
能
代
市
）

バ
ス
路
線「
ス
ク
ー
ル
線
」

　
　
　
運
休
日
に
つ
い
て

バ
ス
路
線「
ス
ク
ー
ル
線
」

　
　
　
運
休
日
に
つ
い
て

上
級
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

上
級
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

　
９
月
21
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
８
時
30
分
〜
受
付
）

※
進
行
程
度
に
よ
り
終
了
時
間
が
前
後
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

　
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

成
人
・
小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
用
法
、
異
物
除
去
要
領
、
止

血
法
、
外
傷
の
手
当
法（
骨
折
・
熱
傷
）、

傷
病
者
体
位
管
理
、
傷
病
者
搬
送
法

■
対
象
者　

　
中
学
生
以
上
（
定
員
30
名
）

■
受
講
料

　
無
料

■
申
込
期
限　

　
９
月
11
日（
水
）

■
そ
の
他

　
服
装
は
活
動
し
や
す

い
も
の
で
、
筆
記
用
具
、

昼
食
、
申
込
時
配
布
し
た
テ
キ
ス
ト
及
び

三
角
巾
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
講
習
を
修
了
し
、
一
定
の
技
術
を
習
得

さ
れ
た
方
に
は
「
上
級
救
命
講
習
修
了

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
北
秋
田
市
消
防
署　
救
急
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
62
）１
１
１
９

　
北
秋
田
市
消
防
署　
上
小
阿
仁
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
５
０
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日SUN 月MON 火TUE 水WED 木THU 金 F R I 土SAT

7 8 月の
村民カレンダー （令和６年７月11日から令和６年８月10日まで）

診療所
 内科 午前診療

転倒予防教室
9：30～11：30
　若者センター
診療所 休み

転倒予防教室
9：30～11：30
　若者センター
さわやかクラブ
13：30～15：00
　保健センター
診療所 休み

転倒予防教室
9：30～11：30
　若者センター
診療所 休み

転倒予防教室
9：30～11：30
　若者センター
子宮がん・
乳がん検診
正午～受付
　保健センター
診療所 休み

診療所
 内科 １日診療

診療所
 内科 １日診療

診療所
 内科 午前診療

スマホ・パソコン
なんでも相談室
10：00～12：00
　コアニティー2F会議室
話・笑・和くらぶ
13：00～15：00
　若者センター
診療所
 内科 午後休診
 （杉風荘訪問診療のため）

納期限のお知らせ 7月31日（水）
固定資産税　第２期　　国民健康保険税　第１期
介護保険料　第１期　　後期高齢者医療保険料　第１期

診療所
 内科 午後休診
 （杉風荘訪問診療のため）

芸能祭り 診療所
 泌尿器科  休み

話・笑・和くらぶ
13：00～15：00
　若者センター
さわやかクラブ
13：30～15：00
　保健センター
診療所
 内科 午後休診
 （杉風荘訪問診療のため）

乳幼児健診
12:40 ～
　保健センター

元気サロン
10：30～14：00
　保健センター

転倒予防教室
9：30～11：30
　若者センター
診療所 休み

診療所
 内科 １日診療

海の日

元気サロン
10：30～14：00
　保健センター
こあにカフェ
13：30～15：00
　保健センター
小中学校夏休み
（８月25日まで）

大館北秋田支部
消防操法大会

話・笑・和くらぶ
13：00～15：00
　若者センター
診療所
 内科 午後休診
 （杉風荘訪問診療のため）

元気サロン
10：30～14：00
　移動研修

32
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7
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」
で
す

印
刷
／
東
北
印
刷
株
式
会
社
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第53回 村民登山（森吉山）第53回 村民登山（森吉山）
　６月９日、第53回村民登山が開催さ
れました。昨年の大雨災害の影響で太平
山登山ができず、今年は森吉山に登りま
した。
　森吉山は、花の百名山とも呼ばれ、
色々な山野草も楽しむことができました。
　雪の上を歩くところもありましたが、
村外の方を含む36名の参加者は、村山
岳会のサポートもあり、無事に全員登頂
することができました。
　下山後は、５回の記念登頂者の表彰を
行い、みんなで登山の成功を祝いました。


